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一般社団法人 日本臨床検査学教育協議会 

第 20 回(令和 7 年度)定時総会 議事録 

 

  

日 時 令和 7 年 5 月 26 日（月）14時 05 分から 15時 40 分 
 
場 所 Zoom によるオンライン開催 

出 席 加盟 104 校中; 出席 99 校、委任状 4 校、欠席 1 校 

定款 第 30 条（総会の定足数）会員現在数の過半数から出席あり総会開催 
  

 

次  第 

 
文部科学省からの説明及び質疑応答：13 時～13 時 50分 
テーマ:新たな評価制度に関する説明 
 
定時総会： 14 時 05 分～15 時 40 分 
 
報告事項 

1) 新規加入校、校名変更校 
2) 第 19 回日本臨床検査学教育学会学術大会 
3) 臨地実習指導者講習会 

4) 臨地実習に関する日本臨床衛生検査技師会との協議 
5) 教科書作成に関する協力願い 

6) 各種委員会部会報告 
7) 共催行事 
8) その他 

 
議長及び議事録署名人 選出 
 
審議事項  

第一号議案  令和 7-8 年度役員 
第二号議案  令和 6 年度事業経過 
第三号議案  令和 6 年度収支決算 
第四号議案  令和 6 年度監査 
第五号議案  令和 7 年度事業計画 
第六号議案  令和 7 年度予算 
第七号議案. 次期カリキュラム改正等に向けた事前調査 
第八号議案. 地区部会の区分 
その他の議案 
 

議長解任 
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報 告 事 項 

1) 新規加入、校名変更 

 

坂本理事長より、以下の学校より入会申請があり、定款に従い理事会で申請書類内容を元に審

議を行い、入会が承認された報告がなされた。 

 

文部科学省指定校 

〒324-8501 栃木県大田原市北金丸 2600‐1 

国際医療福祉大学 保健医療学部 医学検査学科（定員 80 名） 

議決権者：学科長 教授 藤巻 慎一 先生 

 

 

校名変更の届け出を受け、以下のように報告された。 

 

新 旧 

東京科学大学 医学部 保健衛生学科 

検査技術学専攻 

東京医科歯科大学 医学部 保健衛生学

科 検査技術学専攻 
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2) 第 19 回日本臨床検査学教育学会学術大会 

 

廣畑聡大会長より、学術大会の準備状況として以下の報告があった。科目別分科会を昼に開催す

る意図として、初日最後に開催する「教育シンポジウム 2：臨地実習前技能到達度評価」を行うた

め、同シンポジウムで活発な議論が行えるよう配置されたとの説明があった。ランチョンセミナ

ーは無いが、周囲の食事場所案内図を用意することも紹介された。 

 

大会長： 廣畑 聡 岡山大学(教授) 

副大会長  勝田 仁 九州大学(教授) 

実行委員長 佐藤康晴 岡山大学(教授) 

副実行委員長 勝山恵理 岡山大学(准教授)   

事務局長 渡辺彰吾 岡山大学(教授) 

副事務局長 後藤和義 岡山大学（准教授） 

協議会事務局 小野川 傑 日本臨床検査学教育協議会（常務理事） 

 

期 日：令和 7 年 8 月 21 日(木)～8月 22 日(金) （2 日間） 

 

会場：岡山大学医学部保健学科（岡山県岡山市北区鹿田町 2 丁目５－１） 

 

学会テーマ 「臨床検査の未来に灯火を―挑戦する若手活躍の場―」 

 

8 月 21 日（1 日目） 

開会式 

開会挨拶 理事長 坂本秀生 

9：30-10：30  基調講演：臨床から信頼される臨床検査技師を育てる卒前・卒後教育 

10：40-11：05 学術総会・学術評議員会 

11：15-12：15 科目別分科会 

13：30-15：00 教育シンポジウム 1：研究と外部資金獲得 

13：30-16：40 一般演題（大学院生、学部） 

15：10-16：40 教育シンポジウム 2：臨地実習前技能到達度評価 

 

8 月 22 日（2 日目） 

9：00-11：20 一般演題(教員、学部)  

11：20-12：20 特別講演：カリキュラム改正と期待される臨床検査技師像 

12：50-14：20 教育シンポジウム 3：次世代を担う若手研究者の活躍ー若手の交流を深めるー 

14：30-16：00 ワークショップ：ゲノム医療の時代を迎えて；臨床検査技師の未来予想図を描く 

16：00-16：30 優秀演題表彰式 

16：30-17：00 大会長挨拶 

閉会式 

閉会挨拶 理事長 坂本秀生 

 

次期大会長挨拶 副大会長 勝田 仁（九州大学） 
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3) 臨地実習指導者講習会 

 

坂本理事長より、臨地実習指導者講習会の開催状況について以下が報告された。また、調整役または

世話人以外に、講師担当者の育成と募集の必要性も紹介があった。 

 

修了実績 

実施年度 修了者数 在籍施設累計 修了者累計 

令和 3 年度 498 498 498 

令和 4 年度 559 922 1,057 

令和 5 年度 597 1,189 1,654 

令和 6 年度 536 1,304 2,190 

 

令和 7 年度予定  

 

日本臨床衛生検査技師会(日臨技)ホームページで公開中 

 4 月 6 日 関甲信支部 

 7 月 6 日 中四国支部 

 7 月 20 日 首都圏支部 

 

準備中で確定次第に公開 

 8 月 24 日 北日本支部 

9 月 7 日 九州支部 

10 月 26 日 近畿支部 

12 月 21 日 首都圏支部 

1 月 25 日 中部圏支部 

2 月～3 月 近畿支部 

 

4) 臨地実習に関する日本臨床衛生検査技師会との協議 

坂本理事長より、本会と日本臨床衛生検査技師会にて協議している、以下の事項について説明と報告

があった。 

 

① 令和 6 年度本会の調査から得た、臨地実習施設での学生受入れの実態を共有 

② 臨地実習生への評価内容を見直す動き 

臨地実習ガイドライン様式 8 を改善予定 

③ 臨地実習時に学生が経験すべき行為 

スパイロメーターについて要望予定、尿沈渣の要望が日臨技から要望あり 

④ 学生と臨地実習施設のマッチングができる仕組みの検討 

実習施設にて「実施必須」「見学必須」「望ましい行為」可能な項目を閲覧できるよう、 

これらのデータを本会側で情報収集し、検索システムの構築を行う。 

⑤ 臨地実習施設向けポスターの作成 

臨地実習施設で患者さんから同意を頂けやすいよう、臨床検査技師学生が臨地実習生として、 

指導者立会いの元に検査の実施または見学することの案内 

 
 
5) 教科書作成に関する協力願い 
坂本理事長より、新カリキュラムに対する令和 6 年度本会の調査にて、教科書に関する意見を
複数頂いたことを鑑み、臨床検査技師向け教科書を多数扱う医歯薬出版社へ問い合せを行った説
明があった。同社でも教育現場の意見を反映した教科書作成を目指しているとのことで、本会と
して教科書作成へ協力するとの報告があった。 
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6) 各種委員会報告 

 坂本理事長より各委員会活動について、以下の報告があった。 

 

国家試験対策委員会 

① 模擬試験進捗状況：問題作成者決定後の依頼確認、ならびに問題作成中。 

② 6 月下旬に模擬試験受注案内（R6 年と同様） 

③ 模擬試験価格(昨年と同様)：問題 1 セット(A,B)「本体 1,600 円＋税 160 円 合計 1,760 円」 

④ 国家試験対策委員で担当分野を割り振り、問題を校正する。 

 

模擬試験作成今後の予定 

〜6/10：問題作成 

〜7/26：委員による校正完了 

〜9 月下旬：印刷完了、発送 

模擬試験発注などの予定 

6 月初めまで：模擬試験受注案内 

6 月下旬頃まで：受注についての各校からの回答 

10 月下旬ごろ：模擬試験代金支払い 

 

地区部会委員会 

1.令和 7 年度活動計画 

近畿中国四国部会総会・研修会 令和 7 年 6 月 8 日（日）オンライン（zoom）開催  

研修会 テーマ「災害対策について」 

① 高知県ならびに高知学園大学での災害対策 

高知学園大学健康科学部臨床検査学科 准教授 小野川 雅英 先生 

② 南海トラフ地震への医療支援について 

広島大学大学院医系科学研究科公衆衛生学 契約技術職員 田治 明宏 先生 

 

国際協力委員会 

1.「 Learning Lab for Laboratory Medicine」の翻訳確認協力 

令和 5（2023）年から継続し、ADLM(Association for Diagnostics & Laboratory Medicine, 

旧AACC)、IFCC (International Federation of Clinical Chemistry)及びNew England Journal 

of Medicine が協力して作製した臨床検査の適応型学習教材を英語から 9 ヶ国語へ翻訳する

プロジェクトの日本語訳確認作業を行った。 

国際協力委員会の委員を中心に本会からも協力を募り、18 テーマへ会員校の先生方から協力

を頂き、翻訳確認を進行中である。 

 

広報委員会 

1. 中高生向けコンテンツの作成について 

臨床検査技師の多様なキャリアについて、中高生に発信する動画コンテンツを作成する予定。

出演者の募集などを各校に依頼する際には、ご協力をお願いしたい。 

 

編集委員会 

1. 「臨床検査学教育」17 巻１号（令和７年３月１日発刊)第 18 回日本臨床検査学教育学会学

術大会特集） 

総説１、報告１、資料３、学術集会における特別講演等の原稿 15 件、学生優秀発表賞受賞

演題 13 件、編集後記 

 

2. 「臨床検査教育」17 巻 2 号（令和７年 9月 1 日発刊予定） 

総説 1、資料 1、関連学会報告、教育機関紹介、国際交流、書評、編集後記を予定 
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研修委員会 

１．令和 7 年度活動予定 

① 委員会の適宜実施（研修会のテーマおよび講師の選定など） 

② 教員研修会を 9 月と 3 月に 2 回実施予定 

 

２．令和７年度第１回教員研修会について 

9 月中旬～下旬の実施で計画中（日時未定） 

テーマ「臨床検査分野への進学状況と進路選択の現状（仮）」 

講師：進研アド（ベネッセ）より講師派遣の予定（録画の公開については承諾） 

 

学会運営委員会 

1. 第 19 回日本臨床検査学教育学会学術大会 

大会長：廣畑 聡（岡山大学医学部保健学科検査技術科学専攻） 

期日：令和 7 年 8 月 21 日（木）～22 日（金） 

 

2. 今後の教育学会学術大会の開催予定 

第 20 回 2026 年 九州大学（九州・沖縄支部） 

第 21 回 2027 年 北里大学（関東・中部・甲信越支部） 

第 22 回 2028 年 東北大学（北海道・東北支部） 

 

3. 第 23 回（2029 年）教育学会学術大会の開催校募集について 

＊近畿・中国・四国支部から選出を予定 
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学術委員会 

1. 令和 6 年度活動報告 

・令和 6 年度科目別分科会(令和 6 年 8 月 23 日 於：新潟大学) 11 分科会が学術大会時に実施 

・学術委員会を 1 回開催した（第１回学術委員会：令和 6 年 11 月 14 日 オンライン） 

・適宜メール会議（内容：アンケート実施要領、質問項目打合せ）を行った。 

 

2．「臨地実習前技能修得到達度評価」についての検討 

・各分科会での検討結果を第１回学術委員会にて情報共有した。 

 

3. 令和 6 年度「臨地実習前技能習得到達度評価」実施に関するアンケート調査を 2 月に実施。 

 

4. 令和７年度活動予定 

 2 回の学術委員会を予定。以下の内容を中心に活動する。 

① 令和７年度学術委員会委員名簿作成 

② 令和７年度科目別分科会開催（令和７年 8 月 21 日 於：岡山大学） 

③ 令和７年度分科会会長・副会長名簿作成 

④ 「臨地実習前技能修得到達度評価」に関する項目、評価方法などの検討を継続する。 
 
7) 共催行事 
坂本理事長より、他団体と以下の共催行事につき理事会承認を得、共催するが報告された。 
 
1. 第 65 回日本臨床化学会年次学術集会 

期 日：令和 7 年 11 月 7 日（金）～11月 9 日（日） 
会 場：ウインクあいち （〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38） 
集会長：齋藤邦明先生（藤田医科大学) 

 
2. 日本臨床衛生検査技師会支部 医学検査学会内 「中高生進路支援ガイダンス」 

支部   開催日時/会場  

北日本 会 期： 令和 7 年 11 月 15 日（土）～16 日（日） 

会 場： 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター2・3 階 

テーマ： 『基（もとい）～強く、そしてしなやかに～』  

関甲信・

首 都 圏

 

会 期： 令和 7 年 10 月 11 日（土）～12 日（日） 

会 場： アピオ甲府 タワー館 

テーマ： 甲斐創造 ～未来への羅針盤～  

中部圏 

会 期： 令和 7 年 11 月 1 日（土）～2 日（日） 

会 場： 三重県総合文化センター  

テーマ： 最前線 ～One step forward～  

近畿 会 期： 令和 7 年 11 月 22 日（土）～23 日（日） 

会 場： 国立京都国際会館  

テーマ：Next challenge 〜変動する時代への適応と深化〜  

中四国 

会 期： 令和 7 年 11 月 29 日（土）～30 日（日） 

会 場： 高知市文化プラザかるぽーと 他 

テーマ：次世代への架け橋 ～人・知・技・・・そして未来(ミライ)へ～  

九州 会 期： 令和 7 年 10 月 18 日（土）～19 日（日） 

会 場：シーハットおおむら 

テーマ： 開け未来への扉 臨床検査の新たな価値を創造  

 
8) その他 

 
なし 
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議長、議事録署名人の選出  

議長に關谷暁子理事を選出し、議事録署名人として勝田仁理事、石井直仁理事が指名された。 

審議開始前に議長より、投票機能もしくはチャット機能で意思疎通が行えることの確認がなされ

た後、14 時 49 分より審議を開始した。 
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議 案 審 議 

 

第一号議案  令和 7-8 年度役員 

 

新理事長の坂本秀生氏より、令和 7-8 年度の役員について以下の指名があり、審議の結果、出席

正会員の過半数以上の賛成を得て、承認された。 

 

担当 氏名 地区 所属 

理事長 代表理事 坂本 秀生 近畿・中国・四国 神戸常盤大学 

副理事長 総務部担当 三善 英知 近畿・中国・四国 大阪大学 

副理事長 渉外部担当 

兼 短大 専門学校教育部会長 
山藤 賢 関東・甲信越 昭和医療技術専門学校 

副理事長 広報部担当 

兼 広報委員長 
關谷 暁子 中部・北陸 北陸大学 

副理事長 学術部担当 高崎 昭彦 中部・北陸 四日市看護医療大学 

常務理事 事務局長 小野川 傑 関東・甲信越 埼玉医科大学 

総務部 法務委員長 高木 清司 北海道・東北 東北大学 

総務部 調査研究委員長 杉本 恵子 中部・北陸 藤田医科大学 

総務部 国家試験対策委員長 大瀧 博文 近畿・中国・四国 関西医療大学 

総務部 国家試験対策委員会 中前 雅美 近畿・中国・四国 神戸学院大学 

総務部 国家試験対策委員会 宮本 綾 九州・沖縄 日本文理大学 

渉外部 地区部会委員長 石岡 聡子 北海道・東北 吉田学園医療歯科専門学校 

渉外部 将来問題検討委員長 

兼 大学大学院教育部会 
野島 順三 近畿・中国・四国 山口大学 

広報部 国際協力委員長 石井 直仁 関東・甲信越 北里大学 

学術部 編集委員長 多田 達史 近畿・中国・四国 香川県立保健医療大学 

学術部 編集委員会 吉田 祥子 関東・甲信越 東京工科大学 

学術部 研修委員長 山口 聡 関東・甲信越 東洋公衆衛生学院 

学術部 学会運営委員長 勝田 仁 九州・沖縄 九州大学 

学術部 学術委員長 富山 智香子 関東・甲信越 新潟大学 

学術部 学術委員会 吉田 繁 北海道・東北 北海道医療大学 

監事 
伊藤 昭三   日本医療科学大学 

原田 典明   日本臨床衛生検査技師会 
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第二号議案 令和 6 年度事業経過報告 

 

小野川常務理事より以下の報告と説明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得

て承認された。 

 

令和 6 年度（2024 年度）事業経過報告 

 

文部科学省、厚生労働省、日本臨床衛生検査技師会をはじめとする関連学術団体、臨床検査業関

連との連絡･協議を行った。改正された臨床検査技師学校養成所指定規則に則り、日本臨床衛生検

査技師会と合同で臨地実習指導者育成にむけた臨地実習指導者育成協議会への参加、ならびに実

習指導者講習会の運用を昨年度に引き続き継続した。また、タスクシフト関連教育用動画の製作

を行った。さらに日本臨床検査学教育学会、編集委員会、研修委員会、学術委員会、国家試験問

題検討委員会などの活動を通じて、臨床検査学の啓発と教育問題に関しての調査研究を行った。 

なお、2025 年 5 月定時総会をもって理事長任期満了に伴い、2024 年 11 月下旬に次期理事長選挙

を実施した。 

 

令和 6 年 

5 月 13 日：第 1 回理事会：Zoom 会議 

 

5 月 27 日：令和 6 年度定時総会：Zoom 会議、 

 

8 月 5 日：第 2 回理事会：Zoom 会議 

 

8 月 23 日：日本臨床検査学教育学会評議員会：対面（Zoom 併用） 

 

11 月 26 日－11 月 29 日：理事長選挙 

 

12 月 2 日：第 3 回理事会：Zoom 会議 

 

12 月 16 日：令和 6 年度臨時総会：Zoom 会議 

 

令和 7 年 

3 月 18 日：教員研修会：Zoom 会議 

 

（その他） 

・会員校の加入開拓：久留米大学医学部医療検査学科、愛知淑徳大学保健医療科学部医療貢献学

科、北里大学医療科学部医療検査学科、鹿児島天文館メディカルカレッジ臨床検査学科、東京医

療保健大学医療保健学部医療栄養学科（加盟順） 3 月末時点で加盟校数 104 校（議決権をもつ

加盟校数） 

・ホームページへの情報掲載：理事長選挙関連の情報などを掲載 

・臨地実習指導者講習会の受講状況：施設当たり 2 名以上の配置が進んでいる 
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第三号議案  令和 6 年度収支決算報告 

 

小野川常務理事より以下の報告と説明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得

て承認された。 
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第四号議案  令和 6 年度監査報告 

 

 

伊藤監事より以下の報告と説明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得て承認

された。 
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第五号議案  令和 7 年度事業計画案 

 

小野川常務理事より以下の提案と説明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得

て承認された。 

 

文部科学省、厚生労働省、日本臨床衛生検査技師会をはじめとする関連学術団体、臨床検査業関

連との連絡･協議をする。会員校との意見交換や相談などに対応する。また、日本臨床衛生検査技

師会との合同事業である臨地実習指導者講習会の継続と、臨地実習指導者育成協議会に参画する

ことでよりよい臨地実習の環境づくりを目指していく。さらに、臨床検査学の啓発とさらなる教

育力向上を目指して、日本臨床検査学教育学会、編集委員会、研修委員会、学術委員会、国家試

験対策検討委員会などの活動を通じて調査研究を行う。今後減少が見込まれる入学生への対応が

求められる中、臨床検査技師を目指す学生の確保に向けた各種イベントへの参加、職業周知を含

めた協議会ホームページのリニューアルなどを予定している。 

 

令和 7 年 

5 月 12 日：第 1 回理事会：Zoom 会議 

 

5 月 26 日：令和 7 年度定時総会：Zoom 会議、令和 7-8 年度役員による新体制発足 

 

8 月 21 日－22 日：第 19 回日本臨床検査学教育学会 学術大会：岡山大学 

 

8 月 21 日：日本臨床検査学教育学会 学術評議員会：岡山大学 

 

9 月：教員研修会 

 

12 月 1 日：第 4 回理事会：Zoom 会議、 

 

12 月 15 日：令和 7 年度臨時総会：Zoom 会議 

 

3 月：教員研修会 

 

（事業予定） 

・機関誌「臨床検査学教育」発刊（編集委員会） 

・加盟校学生向け国家試験模擬試験問題の作成（国家試験対策委員会） 

・臨地実習指導者講習会の日本臨床衛生検査技師会との合同運営（臨地実習指導者講習会受講終

了施設の情報管理などの新規事業を含む） 

・臨地実習施設検索システムの運用開始 

・臨床検査技師臨地実習に関する啓蒙ポスターの製作 

・臨床検査技師を目指す高校生の確保に向けた各種イベントの実施 

・本会ホームページのリニューアル 

 

（その他） 

・「学術会員登録名簿」の管理（各校への配布は行わない）。 
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第六号議案  令和 7 年度予算案 

 

小野川常務理事より以下の提案と説明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得

て承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位　円)
R6年度決算額 R7年度予算額 差 引 備 考

Ⅰ．事業活動収支の部

１．事業活動収入

7,580,000 7,580,000 0 会員校104校、賛助会員3社

1,534,752 1,500,000 -34,752 印税、看護協会Will手数料他

6,801,800 4,800,000 -2,001,800 参加費、寄付金、広告掲載料、学会準備金返金分

6,805,950 6,864,000 58,050
模擬試験問題冊子販売収入 3900

部の見込み (\1,600+税￥160＝

￥1,760）

22,722,502 20,744,000 -1,978,502

２．事業活動支出  

15,375,143 13,683,435 -1,691,708

教 育 講 演 料 100,232 100,000 -232
定時総会、教員研修会、地区部会

セミナー等講師謝礼及び交通費

教 育 普 及 活 動 5,960,666 5,400,000 -560,666

模擬試験問題作成費、印刷、配送

料

模試作成料、校正料、臨地実習施

設検索システム費・臨地実習生ポス

ター費

臨 地 実 習 指 導 者 講 習 949,844 383,435 -566,409 臨地実習指導者講習会運営経費

学 術 大 会 開 催 7,003,151 6,300,000 -703,151 第19回学術大会開催

学 会 誌 出 版 1,361,250 1,500,000 138,750 学会誌電子化編集費　17巻2号、18巻1号

5,156,787 7,477,972 2,321,185

広 告 宣 伝 費 596,530 3,100,000 2,503,470

Webサイト管理（月額）￥44,000×

12＝￥528,000、サーバー費用、ド

メイン費用1年分￥68,530  協議会

ホームページリニューアル作業予

定

印 刷 費 0 50,000 50,000 協議会名入り封筒印刷、役員名刺印刷等

租 税 公 課 0 80,000 80,000 法人登記変更費用

接 待 交 際 費 6,256 50,000 43,744 慶弔費、手土産など

通 信 費 141,944 150,000 8,056
協議会用携帯電話使用料、イン

ターネット使用料、郵便切手、宅配

便送料

会 場 費 50,000 50,000 0
R7度国試問題検討委員会施設使

用料

消 耗 品 費 24,560 100,000 75,440 文具類、印刷用インク、事務用器材等

行 事 費 298,244 230,000 -68,244 理事・各種委員会委員日当

旅 費 交 通 費 133,874 150,000 16,126 理事、委員の交通費・宿泊費

会 議 費 147,972 147,972 0 Zoom会議契約料

顕 彰 費 91,447 150,000 58,553 永年精励賞表彰状、送料

寄 付 金 500,000 0 -500,000

事務局運営管理費 2,603,760 2,600,000 -3,760
事務局人件費(アルバイト２名×１２

か月+交通費)、事務局賃料、レンタ

ル倉庫代、会議室使用料

雑 費 492,200 550,000 57,800
税理士顧問料、振込手数料、ネット

バンキング使用料

法 人 税 等 70,000 70,000 0 東京都法人都民税均等割

20,531,930 21,161,407 629,477

2,190,572 -417,407 -2,607,979

Ⅱ．財務活動収支の部 0

１．財務活動収入 0

0 0

17,004 17,004 0

17,004 17,004 0

２．財務活動支出 0

0 0

17,004 17,004 0

Ⅲ．予備費支出 0

2,207,576 -400,403 -2,607,979

30,036,670 32,244,246 2,207,576

32,244,246 31,843,843 -400,403

事 業 活 動 収 支 差 額

令和7年度　予　算　計　算　書
自　令和7年４月１日　　　　至　令和8年３月３１日

勘 定 科 目

一 般 会 費 収 入

雑 収 入

学 術 学 会 関 連 収 入

模擬試験関連収入

事 業 活 動 収 支 計

事　業　費　支　出

管　理　費　支　出

事 業 活 動 支 出 計

前 期 繰 越 金

次 期 繰 越 金

出 資 金 収 入

受 取 利 息

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出 計

財 務 活 動 収 支 差 額

当 期 収 支 差 額
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第七号議案  次期カリキュラム改正等に向けた事前調査 

 

 坂本理事長より次期カリキュラム改正等に向けた令和 7 年度の調査に関して、以下に関する説

明があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得て承認された。 

 

日本臨床衛生検査技師会(日臨技)とワーキンググループ(WG)を設け、臨地実習について以下の点

について本会の要望を伝え、報告事項 4)のように日臨技と歩調を合わせることは出来ている。 

① 新制度の内容から大きい変更の要望は無いが、実施すべき行為、見学すべき行為の微修

正を要望したい。特に、肺機能検査。 

② 臨地実習指導者が各施設に複数名在籍して欲しい 

③ 臨地実習ガイドラインの内容、特に様式 8 の評価基準内容を見直して欲しい 

 

学内教育については以下について、令和 7 年に再度調査を実施 

① 指定校へ統一化に関する見解 

指定校と科目承認校で専門教育内容が同一に伴い統一化の必要性は薄いが、統一化を望

む学校もあり、会員校からの意見を再度伺う。 

② 生化学検査学と免疫検査学を合わせて６単位となっていることに関する見解 

単位の区分を 3 単位ずつか、もしくは 4 単位と 2 単位とするか等 

区分することで教育内容へ良い効果は見込めるか、新カリキュラムで支障が生じている

か。等の根拠確認。 

③ 国家試験出題基準と教育内容の整合性をとって頂きたい。 

整合性を整えることが出来れば、新教育内容に準拠した教科書の発行も可能となる 

④ 教育上必要な機械器具、標本及び模型について、削除希望物品の再調査を会員校へ実施

し確定後に削除物品を提案予定 
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第八号議案 地区部会の区分地区部会の区分 

 

坂本理事長から関東・中部・甲信越部会を、「関東・甲信越(関東 7 都県、長野、新潟)」「中部 (静

岡、愛知、三重、岐阜、石川)」へ区分し、区分に関する組織運営規定と会則の改正について説明

があり、審議の結果、出席正会員の過半数以上の賛成を得て承認された。 

 

 

組織運営規定 改正案 赤字が修正箇所 

新 旧 
第4章 第22条 2 
地区部会委員会の下に次の部会を置く。 
一、北海道・東北部会 
二、関東・甲信越部会 
三、中部部会 
四、近畿・中国・四国部会 
五、九州・沖縄部会 

第4章 第22条 2 
地区部会委員会の下に次の部会を置く。 
一、北海道・東北部会 
二、関東・中部・甲信越部会 
三、近畿・中国・四国部会 
四、九州・沖縄部会 

 

地区部会 会則 改正案 赤字が修正箇所 

新 旧 
第 1 条 
本会の名称は、地区ごとにそれぞれ、北
海道･東北部会、関東･甲信越部会、中部
部会、近畿･中国･四国部会、九州･沖縄
部会とする。 

第 1 条 
本会の名称は、地区ごとにそれぞれ、北
海道･東北部会、関東･中部・甲信越部会、
近畿･中国･四国部会、九州･沖縄部会と
する。 

 

 

その他の議案 

 

なし 

 

 以上、予定していた報告及び審議事項を終え、Web 会議でも滞りなく進行できたことを議長が確
認し、15 時 40 分に終了した。 
 
 
令和 5 年 5月 29 日  

 
代表理事(理事長) 坂本秀生 印 
 
議事録署名人 勝田 仁 印 
 
議事録署名人 石井直仁 印 

 

 


